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〔特集〕

野外での地層の観察

～堆積岩にみられる初生的構遺を中心として～

堵1積岩クル□プ

鏑至鰯い婁)瞭葛轟狐内臓をりく義凝腿質紗拷と凝灰砦の互遭(水野技官撮影)

賢次

地層の重衣りかた地層の連続性

一砂泥互層を中心として一･･

いわゆる異常堆積について…………･･…･

斜層理…･･…

漣痕…

流痕と荷重痕………･…･

化石一生痕の2例一………･･…

地層ぽ関連する学閥はおもにいわゆる地学申の地

質学に属している､それらは地層学層位学地史

学古生物学堆積学砦看学などであってそれぞれ

対象とする研究分野が違う｡一口は地層を調べるとい

ってもこれら地質学系統の知識のほかに物理学化

学生物学系統の素養淋必要である｡

層位学1地史学1吉生物学の歴史は古いが堆積岩や

地層自体についての研究はあ変りにも対象カ茎複雑で

(平山次郎･鈴木尉元)

(三裂昂･垣見俊弘)

(長浜春夫･佐藤茂)

(角靖夫)

(水野篤行)

(水野篤行)

多岐な知識を必要とする淀め醐0年頃から専門的紀開

始春れごく最近貿ざ婁しく発展して体系立ってき花白

人にとって地層はカメラのそデルぬなる芯けではな

い｡世界の大部分の人が地層の上記住み地層の中を

地下鉄や汽車で走る,地層に関する学問の発展と所

繋の技術の進歩と虹慈さえられて人類は大規模な土

木工事をなしとげ地層の申から宥炭砂鉄看灰看

有用な粘土匁どをう裏く掘り屍えもしない何百何千滋

地下の地層の間から看満天然ガス地下水を取り出す

よう紀なった自

昨年本誌第脳号に地層にふく凄れる古生物に関して

特集したが今回は地層が堆積し花と書からそのすぐ

後はかけて地層の帝は形成慈れる種冷な初生的構造ぽ

ついてその状態と成因をめぐって特集する.�


